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千葉経済論叢　第37号
もう一つのお話しは、大学と実社会、とりわけ官庁と大学との協同の必要性
ということであった。これも又、当時の私の信念と全く合致するお話しであっ
た。経済政策に大学が貢献することができるとすれば、それは官学協同を通じ
て始めて可能であることを、私も又経験によって確信していたのである。
彊先生の口にされたこの二つの、大学のあるべき姿についての理念は、私よ
りもはるかに深く、先生の生涯を通じる御経験にもとづいて確固不抜のものと
なっていたに違いないが、程度の深浅はあれ、はしなくもそれは私に共通する
ものであったのである。
私はまず講義を通じて、後には学部長や学長として、この理念を大学に浸透
させることに努めた。もちろん非力な私に何ほどのことができた訳ではない。
しかし彊先生は私を信頼して下さって、全面的に支援して下さった。まことに
私にとって有難いことであった。おかげで私にとって、千葉経済大学での十年
間は充実した幸せな日々であった。
話しは変るが、勤務して最初の頃、私は経営学科新設の事務を担当した。そ
のためにたびたび先生のお供をして文部省に出向いたが、文部省に向う車の中
で、或は文部省での待ち時間に、しばしば御尊父の建学の御苦心や戦後の復興
と拡大の御苦労についてうかがったことも忘れられない。教育に対する熱意と、
教育のあり方についての信念に、大学経営、学園経営の努力が伴わなければ、
熱意も信念も空しいものとなるしかない。
近年の大学乱立、受験生減少の傾向の中で苦労することになったとき、私は
いつも先生からうかがった戦中・戦後の御尊父ともどもの御苦労に思い及んで
自ら励ました。こうした問題への対処は、私には始めての経験であり、教職員
の方々にもとまどいがあって到底うまく対処したなどといえないが、私の心中
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では、戦中・戦後の苦難に思いを致して、何としてもこの困難を乗りきり、建
学以来の伝統を守らなければならないという気持ちが強かったのである。
残念なことに、その頃から、彊先生は健康を害されて病臥され、私自身も長
年の胃病が悪化して休養を余儀なくされることになった。そして結局その温容
に再び接することのないままに、幽明境を異にされてしまった。大学を去る時
にすらご挨拶もできず御礼もいえぬままであった。人の世のならいとはいいな
がら、悲しくまた申訳ないことであった。
最後に論語から私の最も好きな章句の一つを抜き書きして、先生の霊にささ
げたい。
君子篤於親則民興於仁
故旧不遺則民不偸　（泰伯篇）
先人から伝わるものを重んじることに人偸の基本があることをいう章である。
